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育児カレンダー
育児カレング一正愛児
のゆたかな成長のため
にミを O才から 6才ま
での子どもさんのある
家庭に無料で差上げて
おります。
母子手帳、印鑑を持参
のうえ、各出張所また
は保険衛生課で受け取
ってください。
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7 月のメモ
g日 野岳キ +γプ場聞き

10日 玖島崎、松原海水浴場聞き

15、16日 オール九州¥軟式野球大村地区予選

(市営球場)
16日 オペラ公演(中央公民舘〉

21、23、25日 市内中学校体育大会

(市営グラ ンド〉
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(ー)

季
節
保
育
所
を
開
設

市
で
は
農
繁
期
の
六
月
下
旬
か

ら
七
月
上
旬
ま
で
、
一一
十
日
間
各

地
区
に
季
節
要
託
保
育
附
を
五
地

区
九
カ
所
に
開
設
、
三
百
二
十
五

名
の
幼
児
を
預
か
っ
て
い
ま
す
。

乙
れ
は
猫
の
手
も
借
り
た
い
ほ

ど
忙
し
い
農
家
で
主
婦
が
安
心
し

て
働
き
、
農
作
業
の
能
率
が
あ
が

る
よ
う
、
小
さ
い
子
ど
も
さ
ん
を

預
貯
て
い
た
だ
く
た
め
散
げ
た
も

の
で
、

子
ど
も
の
お
世
話
は
地
区

の
婦
人
会
の
お
か
あ
さ
ん
た
ち
が

し
て
い
ま
す
。

乙
ど
も
た
ち
は
、

お
遊
ぎ
や
折

紙
な
ど
で
元
気
い
っ
ぱ
い
毎
日
を

す
と
し
て
い
ま
す
。

開
設
し
た
所
と
人
員
は
つ
ぎ
の

と
お
り
で
す
。

〔
鈴
田
〕
専
念
寺
四
八
名

〔
竹
松
〕
本
町
公
民
館
三
O
名

〔
萱
瀬
〕

荒
瀬
公
民
舘
一ニ
O
名

〔
福
重
〕
今
宮
公
民
館
三
O
名、

寿
古
公
民
舘
一
ニ
O
、
矢
上
公
民

三
O

〔
松
原
〕
怯
原
公
民
館
六
三
名
、

久
滞
公
民
舘
一ニ
ニ
名
、
中
部
公
民

館
三
二
名

u
u
o
竹
松
農
協
で
は
大

恥
刷
。
村
ト
マ
ト
の
出
荷
に

崎

山
力
を
そ
そ
い
で
来
ま

ι。
し
た
が
、
と
め
た
び

ハ
o
香
港
向
け
ト
マ
ト
の

港

。

輸
出
契
約
が
で
き
て

丞
目

パ

さ

る
六
月
二
十
ニ

ト
川
目
総
量
六
千
四
百
キ

F

O

ロ
を
初
輸
出
し
ま
し

-、o
た
。
輸
出
品
は
規
格

k
ι
o
が
と
く
に
や
か
ま
し

の
叩
く
あ
ま
り
大
き
い
も

斗

1
1
の
は
曹
は
れ
ず
、
乙

J
訓い

1
0

ん
ど
輸
出
し
た
も
の

-J
o
は
直
経
五

t
六
セ
ン

チ
ぐ
ら
い
の
も
の
で
、
今
後
価
格

さ
え
折
合
え
ば
ど
し
ど
し
輸
出
す

る
と
竹
松
農
協
は
張
切
っ
て
い
ま

す
。

(
農
林
課
)

写
真
上
11 

~i@ìj 
出
用
ト
マ
ト
の
選
果

来

庁

の

皆

さ

ん

に

冷

茶

を

と
に
し
ま
し
た
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

'

(
庶
務
課
)
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写
真
右
日

(
元
気
に
遊
ぎ
を
す

る
子
ど
も
た
ち
・

鈴
田
専

念
守
)

県道大村~鹿島線を舗装

諏訪~池田は交通止め

県
諌
早
土
木
事
務

所
で
は
県
道
大
村
鹿

島
線
額
訪
郷
の
舗
装

工
事
を
す
る
た
め
つ

ぎ
の
と
お
り
通
行
止

め
を
い
た
し
ま
す
。

ム
場
所
乾
馬
場
踏

切
i
池
田
住
宅
入
口

無
例
年
月
日

昭
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4
唱
止

ム
工
事
期
間

七
月
十
日
か
ら

十
二
月
二
十
五
日
ま
で

ム
交
通
止
め
の
対
象
軽
自
動

車
、
荷
馬
車
、
=
一
輪
車
、
四
輪

車
、
特
殊
自
動
車
な
ど

ム
替
え
道
県
営
パ
ス
桜
馬
場

停
賀
町
t
ろ
う
学
校
{
上
池
田

停

留

所

(

建

設

課

)

七
月
は
所
得
税
第
一
期
分
の
七
月
末
ま
で
に

人
は
そ
の
年
税
額
}
ど
ま
止
納
今
年
新
し
く
商
工
業
、

一
予
定
額
の
月
で
す
。

待
望
の

予

定

納

税

税
義
額
と
を
比
較
し
、
減
税
医
業
、
農
業
な
ど

ω事
業

意

納

税

貯

蓄

組

合

員

叩

川
減
視
が
実
現
し
て
納
め
や
す
く
を
し
て
い
た
だ
く
金
額
は
、
税
の
割
合
も
よ
く
検
討
し
て
、
み
じ
め
た
人
は
、

扶
養
控
除
の
金

倍

加

運

動

叫
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
つ
ぎ
の

務
署
か
ら
通
知
し
ま
し
た
予
定

る
乙
と
で
す
。

額
を
差
引
い
た
残
り
の
所
得
金

…
点
に
注
意
し
、
七
月
中
に
必
ず

納
税
基
単
額
の
三
分
の

一

で

あ

事

業
の
成
積

額
が
基
砲
控
除
の
九
一打
円
以
上
本
年
は
納
税
貯
蓄
組
合
法
施
…

γ裂
を
草
さ
れ
る
よ
う
に
し
り
ま
す
。
期
限
に
遅
れ
ま
す
と
が
よ
く
な
り

に
な
る
場
台
は
七
月
中
に
予
定
行
十
周
年
を
迎
え
て
お
り
ま
す
叫

…
て
く
だ
さ
い
。
諌
早
税
務
署
で
利
子
税
な
ど
余
分
な
も
の
を
納
税
務
署
か
ら
の
通
知
額
よ
り
自

申
告
を
す
る
必
喪
が
あ
り
ま
す
と
の
秋
じ
は
組
ム
ロ
員
の
皆
様
の
…

い
は
従
来
一

部

の

納

税

者

の

と

と

減

額

承
認
の
申
請
は

日
頃
の
苦
労
に
対
し
感
謝
の
意
一

一
ろ
に
は
、

係
の
者
が
お
伺
い
し

所

得

税

芳

一

期

分

の

納

六
月
三
十
日
ま
で
し
た
が
、
六
努
表
す
る
感
謝
大
会
や
記
念
行
一

川
て
期
限
内
の
納
税
を
お
す
す
め

月
二
日
か
ら
七
片
一
日
ま
で
の

事
が
全
国
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

川

一
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
年
度

税

は

必

ず

七

月

中

に

聞
に
休
業
、
隣
菜
、
災
害
、
医
ま
た
乙
れ
キ
契
機
に
新
規
組
合
一

川
か
ら
乙
れ
を
隣
止
し
、

皆

棟

方

療

費

の

支

出

な

ど

の

理

由

で
見
員
の
獲
得
運
動
じ
乗
り
出
し
、

川
の
自
主
納
税
に
期
待
す
る
こ
と

め
な
付
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

分

の
見
槙
り
が
多
く
な
る
人
は
積
税
額
か
減
る
場
合
に
は
、
七
五
年
後
に
は
現
在
の
加
入
者
の
叩

川
に
し
ま
し
た
。
と
れ
は
全
国
で
と
乙
ろ
で
、

今
年
は
配
偶
者
控
七
月
中
に
予
定
申
告
を
し
、
予
月
-
日
の
現
汎
で
計
算
レ
て
、

倍
に
普
及
す
る
計
画
で
あ
り
ま
叩

一
も
は
じ
め
て
の
試
み
で
あ
り
ま
除
、
白
色
申
告
者
の
噂
従
者
控
定
納
税
額
を
ふ
や
し
て
納
め
る
七
対
十
五
日
ま
で
に
滅
額
承
認
す
。
組
合
へ
加
入
し
た
い
万
や
叩

…
す
の
で
、

乙
の
際
皆
様
方
の
納

除
等
の
新
設
な
ら
び
に
税
率
の

乙
と
で
す
。
乙
う
し
て
お
け
ば
の
申
請
あ
税
務
署
ヘ
出
し
て
く
新
規
に
組
合
を
設
立
し
た
い
有
川

川
期
限
に
つ
い
て
の
ご
認
識
を
新

一
部
引
下
げ
で
所
得
税
が
軽
減
来
年
の
確
定
申
告
で
一

時
に
多

だ
さ
い
。

志
の
方
々
は
係
ま
で
と
連
絡
を
い

川
た
に
し
て
い
た
だ
き
、
一
一層
の
さ
れ
ま
す
の
で
、
三
十
五
年
分
く
の
税
金
を
納
め
る
苦
労
が
少

署
で
は
調
査
の
う
え
申
簡
の
決
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

M

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

の
所
得
税
額
(
決
定
を
受
け
た
な
く
な
り
ま
す
。

定
を
書
面
で
通
知
し
ま
す
。

(

諌

岸

税

務

署

)

器
量

一一

小

児
マ
ヒ
予
防
第

罫

一一

一
回
予
防
接
種
を

一

寸

け

と

つ

ぎ
の
該
当
者
に

一

品

w
雪

実
施
し
ま
す
。

一の
接
種
を
申
込
ん
で
い
る
も
の
。

一

奨

学

生

き

ま

る

一児
童
生
徒
に
そ
れ
ぞ
れ
贈
り
ま
し

一

守

主

ム
該
当
者

一
ム
実
施
日

空

襲

一

さ
き
に
募
集
し
ま
し
た
昭
和
一
ニ
一
た
。

一

の

一

社

イ

昭

和

三
十
三

一7
月
3
日
(
月
)
市
保
険
衛
生
課

一十
六
年
度
の
大
村
市
奨
学
生
は
一
一
一
乙
の
ノ
1
ト
は
毎
年
同
組
合
か

一

ヒ

飢

年

四

月

百

か

ら

一7
月
4
日
(
火
)
市
立
病
院

一十一
一一
名
の
申
込
み
が
あ
り
ま
し
た
一訪

問

叫

続

出

向

日

一

-
W
Mい
拝

持

回

日

前

U
U
1
U抗
日

開

問

か

一
計
十
お
れ
川
町
村
叩
誌
は
尚
一
す

(市
教
蚕
)

一震

険

者

祉

番

号

氏

名

住

所

J
上

一ニ
十
六
年
一ニ
月
末

一ら
三
時
ま
で

一言

の

か
た
が
決
ま
り
ま
し
た
。
一
四
日
・

一
部
地
区
は
停
電

三

o、
三
六
九
神
田
消
上
久
原
川
班

・

4

3
ま
で
に
申
込
ん
で

一

ム
当
日
、
実
質
番
号
ま
す

一
飯
塚
忍
、
柏
田
六
十
一一二
ニ
根
一
九
電
で
は
七
月
四
日
(火
曜
日
)
一一一一
O
、
五一

八
山
附
腕
郎
向
木
場

い
る
も
の
。

一が
、
料
金
は
接
種
保
護
者
の
三
十

一和
子
、
釣
震
で
佐
藤
江
子
、

一配
幅
線
的
補
修
吉
の
た
め
、

っ

吾

、
七
O
六

光

部

左

京

本

お

け
4

ロ

第
一
回
と
第
一五
年
度
市
民
税
額
が
、
均
等
割

一林
照
子
、
佐
古
和
単
、
杢
一
尾
邦
弘
一ぎ
の
と
お
り
停
商
い
た
し
ま
す
。
一
三
、
一
二
五
古
旬
鶴
次
下
長
凶

~
.
つ
一
一
回
を
昨
年
の
十

一(
五
百
円
)
以
上
の
ら
の
は
、

二
百

一山
本
多
季

、
喜

好

子
、
井
奥
一ム
植
松
、
小
路
臼
住
吉

T午
一一一
一二、一

一
六
五
早
出

穿

大
入
住
宅

A

…
一
一
月
か
平
二
月

一七
十
一
円
、
均
等
割
の
も
の
は
六

一
信
夫
、
今
回
耐
義
(
市
警
)

一

前
八
時

t
正
午

一

3
一一
ま
で
に
遺
し
た

一十
八
円
、
非
課
税
者
は
無
料
で
す
一

時

計

眼

鏡

商

E
合

t
一ム
室
町
の
一
部
、
名
字
国

一三
一
一
、
四
六
ニ
瞬
間
孝
太
郎
自
一
区

も
の
で
、
ま
だ
第
一ニ
回
目
差
け

一ム
お
ね
が
い
該
当
者
位

、

ア

ー

ト

四

百

冊

そ

も

一

の
一
部
日
午
前
九
時
t
正
二
一
ニ
一
一
、
五
三
二

平

山
オ
キ
柴
田
凶
班

て
い
な
い
も
の
。

一ハ
ガ
キ
で
通
知
し
ま
す
の
で
、
そ

一
大

村
市
時
計
眼
鏡
商
組
合
は
六
一ム
松
並
凶
げ
回
の
一
乱
、
驚
場
一
一
ニ
一
-
一
、
O
七

一

言

質

巾

松

風

ハ
す
で
に
第
三
回
目
を
接
種
し
一

の
通
知
書
と
母
子
手
帳
を
持
参
レ
一

一
の

一
部
|
午
後

一
時

t
午
後
四

一一二三
、
二
五
三

小
柳
仁
三
郎
倒
出
掛

一

一

月

十

日

の

時
の
記
念
日
に
市
内

小

一

号

一

て
、
一
年
以
上
経
過
し
追
加
免
疫
一
て
く
だ
さ
い
。

(
保
審
議
)
一
申
学
校
に
ノ
l
ト
四
百
患

者
贈
一
ム
何
松
郵
便
局
前
か
ら
竹
松

駅
通
一四
O
、
五
二
八
盟
恒
之
他
国
住
宅
九
弘

一

一四
一
一
、
一
三
三
荒
木
隆
俊
古
町
中ハ区

さ
れ
ま
し
た
。

一
り
、
荒
木
製
細
川
の
通
り
、
回
一

各
学
校
で
は
さ
っ
そ
く
「
時
の
一

畠
、
襲
、
九
郎
丸
.
案

、
一四
二
、
三
九
二

見

回

八

郎

ぷ

虫

記
念
日
」
の
行
事
の
賞
品
と
し
て
一

段
H
午
後
一
時
{
午
後
五
時

六一

、
一
O
八
除
弥
作
堺
町
六
雌

i被国 i

;富民i
;者組 i

一 -i証陀 i
i無康 i

i Z保;
;告険 i

畜
舎
の
改
良
費
を
貸
付

十
五
万
円
、
個
人
乳
牛
舎
凶
件

五
十
五
万
円
で
す
。

な
お
、
近
く
導
入
資
金
約
貸

付
も
決
ま
る
予
定
で
す
。

(
農
林
斜
)

敬
老
院
ヘ
寄
付

市
内
赤
佐
古
第
一
班
の
班
長
さ

ん
は
三
十
五
年
度
の
班
長
手
当
五

百
円
を
市
立
敬
老
院
ヘ
寄
付
さ
れ

ま
し

た

。

(

福
祉
事
務
所
)
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表
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恨

代

代

事

(

所

(

火

所

局

務

庫

会

ぺ

役

務

事

艇

員

部

市
室
室
事
課
諒
委

本

村
長
役
会
業
業

育

防

大
市
助
議
事
事

教

消

ム
ム
ム
ム
ム
ム
ム

ム

ム水道問

ム西大村出張所

ム竹 松 出張所

ム松原 出強所

ム福重出張所

ム 申 央公民舘

ム図哲 舘(駅jBU
ム 火葬場

ム敬老院

ム と殺場

ム市長宅

己都会議長宅

ム助役宅

ム収入役宅

ム教育 長宅
ム 庶務課 長 宅

。財務課 長 宅

ム市立病院(代表)

ムグ 院長宅

お
互
い
に
火
元
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

市
で
は
畜
産
振
興
の
一
環
と

し
て
優
秀
家
歯
の
導
入
や
飼
養

管
理
施
設
改
良
の
た
め
の
資
金

巻
貸
付
け
て
い
ま
す
が
、
本
年

度
の
施
設
費
と
し
て
、
乙
の
ほ

ど
畜
産
改
良
資
金
選
考
委
員
会

で
七
件
八
十
万
円
を
貸
付
げ
る

乙
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。
乙
れ

は
共
同
豚
舎

(
三
名
共
同
)
一

件
二
十
万
円
、
個
人
豚
舎
一
件

市
で
は
市
役
所
に
お
と
ず
れ
ら

れ
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
六

月
二
十
八
日
か
ら
、
市
民
課
前
の

(
福
祉
事
掛
断
)
一
部
下
で
冷
茶
を
サ
ー
ビ
ス
す
る
乙

県
内
各
地
で
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

そそ
転転転転のの転転転転転 転転理
出出出凶他他出 出出出出出出由



手
洗
い
の
励
行
で
伝
染
病
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

(二)

社会教育

に
湯
川
教
育
長
か
ら
感
謝
状
と
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た。

初
の
団
体
代
表
者
会
議

(才287号)

(敬
称
略
、
順
不
同
、
カ
ツ
コ
内

は
公
民
館
名
)

ム
出
向
初
諮

(三
浦
凶
部
)
ム
辻

勝
美

(岩
松
)
〈μ
山
口
岩
男

(後

木
場
)
ム
溝
上
太
久
馬

(領
訪
)

市
教
育
委
以
告
で
は
社
会
教
育一
年
教
育
、

@ψ
年
教
育
、
視
聴
覚
一
事
業
や
運
営
な
ど
に
つ
い
て
話
レ一

ム
伊
勝
政
治

(古
町
)
ム
永
凶
光

の
総
合
的
な
進
展
を
は
か
る
た
め

十
教
育
①
社
会
体
育
⑤
図
書
館
の
六
一
合
わ
れ
ま
し
た
が
、
乙
の
席
上
三
一
男
(
植
松
)
ム
膝
田
豊
作

(
上
小

六
月
七
日
午
後

一
時
三
十
分
か
ら

一
つ
の
部
門
別
に
そ
れ
ぞ
れ
担
当
者
一
年
以
上
公
民
館
長
と
し
て
公
民
舘
一
路
口
)
ム
橋
本
野
原
)

中
央
公
民
舘
で
部
落
公
民
館
長
、
一か
ら
説
明
が
あ
り
質
問
畑
、
研
究
懇
一
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
つ
ぎ
の
八
氏
一

青
年
団
正
副
凶
長
、
P
T
A
正
一談
が
行
な
わ
れ
ま
し

た

。

一

副
会
長
、
婦
人
会
毘
副
会
長
、
少
一
つ
づ
い
1

て
選
挙
常
時
啓
発
に
つ
一
吋

-
E
三
三

-a恒
三
由

自

年
団
体
代
表
者
お
よ
び
蓄
と
し
一
い
て
福
田
選
挙
管
理
委
員
長
か
ら

工

中

学

生

の

組

織

が

必

要

…

て
大
村
市
長
、
社
会
教
育
委
員
ら
一説
明
と
協
力
要
請
が
あ
っ
て
会
を
一
川

4

・

約
百
二
十
名
を
招
い
て
社
会
教
育

一閉
じ
ま
し
た

。

…

お

も

な

質

疑

と

一

意

見

関
係
者
協
議
会
を
開
き
ま
し
た
。

一
お
も
な
質
問
、
意
見
は
別
項
の
川

j

J

4

・

と
の
よ
う
な
各
騨
団
体
代
表
者

一と
お
り
で
ず
。

Z
E
2

=
=

の
集
ま
る
会
は
は
じ
め
て
で
、
湯一

(市
教
委
、
社
会
教
育
課
)

川
教
育
長
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、

大
村
市
長
は
市
の
総
合
的
発
展
計

画
、
社
会
教
育
に
つ
い
て
の
抱
負

を
述
べ
ま
し
た。

3 

-

ー
' 

. 
ー

二0二

d忠、

見

・

要

望

な

ど

開

陳

りよ

①
子
ど
も
会
は
ほ
と
ん
ど
小
学
生
一

法
で
実
施
す
る
か
。

が
主
と
な
っ
て
い
る
が
、
中
学
生
一
④

r
T八
の
県
下
研
究
大
会
を

の
組
織
が
で
き
れ
ば
、
自
然
と
小
一
大
村
市
で
開
催
し
て
ほ
し
い
。

学
生
の
指
導
も
で
き
る
と
思
う
の
一
⑤
子
ど
も
会
の
運
営
、
活
動
に
経

で
中
学
生
の
組
織
を
つ
く
る
よ
う
一
費
が
必
要
で
あ
る
が
若
干
の
補
助

に
指
導
し
て
ほ
し
い
。

一が
で
き
な
い
か
。
ま
た
、
他
の
子

②
公
民
舘
の
卓
球
大
会
を
実
施
し
一
ど
も
会
で
は
ど
ん
な
方
法
で
経
費

で
親
睦
を
は
か
つ
て
ほ
し
い。

一
を
ま
か
な
っ
て
い
る
か
。

①
テ
レ
ビ
教
育
は
ど
の
よ
う
な
万
一
⑤
他
の
子
ど
も
会
で
は
、
町
内
会

だ

公
民
舘
活
動
の
霊

市 政

力
者
に
感
謝
状

と
の
あ
と
昭
和
三
十
六
年
庭
社
一
な
お
、
と
の
会
の
あ
と
、
ひ
き

会
教
育
努
力
目
標
お
よ
び
事
業
計

一つ
つ
き
大
村
市
公
民
館
連
絡
協
議

画
に
つ
い
て
①
公
民
舘
⑦
婦
人
教
一
会
(
市
内
の
公
民
館
再
で
組
織
)

育
、
P
T
A
、
文
化
団
体
①
育
一
総
会
が
開
か
れ
、
三
十
六
年
度
の

大村(毎月 1日.10日.!O日発行)

る
か
人
間
関
係
の
樹
立
と、

社
会
一
③
団
体
幹
部
の
資
質
の
向
上
を
は

一

奨

励

す

る

。

し

て

、

協

同

学

習

脅

す

す

め

る

頂
境
の
浄
化
に
つ
と
め
、
本
年
度
一
か
る
。
一
④
羊
級
運
営
の
合
理
化
を
は
か
る
一
②
自
主
的
な
迫
営
を
確
立
し
、
部

長
に
青
少
年
警
に
重
点
を
あ
一
議
域
、

地
域
に
お
け
る
宵
年
の
一
【
婦
人
団
体
】

一
落
学
級
と
の
連
げ
い
を
は
か
る

い
て
、
炊
の
事
項
の
徹
底
に
っ
と
一
グ
ル
ー
プ
活
動
を
助
長
す
る
。
一

一

一

一

一

【
視
聴
健
教
育
】

め

る

。

一

一

婦

人

の

質

的

向

上
と
情
操
の
陶

一

一

【

青

年
学
級
】

一

一

一

一

治

を
目
指
し
て
幹
部
の
講
習
、
グ

一①
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
設
置

一
①
支
部
学
級
の
育
成
に
つ
と
め
、
ル
ー
プ
活
動
の
育
成
に
つ
と
め
る
一
を
促
進
す
る

ψ

【
少
年
団
体
〕

①
少
年
団
体
の
期
大
と
市
小
協
の

組
締
結
花
に
つ
止
め
る
。

①
少
年
団
指
酒
者
な
ら
び
に
少
年

リ
ー
タ
l
の
素
質
の
向
上
を
M
M

か
る
。

σ既
酸
団
体
の
育
成
会
組
織
の
強

牝
に
つ
と
め
る
。

青
少
年
教
育
に
重
点

昭和何年 7月 1日
{昭和H年4月zi日第三種垂J便物i認可)

昭
和
鉛
年
度
大
村
市
社
会
教
育
努
力
目
標

【
膏
年
団
体
】

中
心
学
級
と
の
連
け
い
を
密
に
一地
域
婦
人
団
体
の
向
上
の
た
め
に
一
②
青
年
、
婦
人
学
級
、
公
民
舘
な

す
る
。
一
運
営
の
実
地
研
究
と
青
少
年
の
健
一
ど
の
教
育
計
画
の
一
環
と
レ
て

①
地
域
課
題
と
の
関
連
に
お
い
て

一全
な
生
長
へ
め
貰
献
に
協
刀
ず
る
一
計
画
的
な
導
入

ーを
は
か
る
。

職
業
教
育
の
進
展
を
は
か
る
。
一

l

，

一

③

視

聴

覚

指

導

者

の
養
成
を
は
か

一
門
婦
人
学
級
】

'

一

と
く
に
市
内
の
農
業
育
年
を
対
一

色

、

3

4

一

象
と
す
る
大
村
青
年
学
級
の
充
一
婦
人
の
社
会
的
視
野
を
広
め
、

一

一

一

、
【
公
民
舘
】

実
に
つ
占
め
る
l

a

一
そ
の
教
養
及
び
情
操
を
高
め
る
こ

①
自
主
創
造
カ
ル
育
設
ヲ
る
と
と

も
に
、
協
同
生
活
に
よ
り
社
会

性
老
培
う
。

@
支
部
活
動
を
盛
ん
に
す
る
た
め

具
体
的
な
活
動
方
法
の
指
導
を

費
、
あ
る
い
は
公
民
舘
活
動
費
の

な
か
に
盛
り
込
ん
だ
地
区
、
会
費

制
度
日
月
五
J
二
十
円

N
の
地
区

も
あ
る
。

⑦
地
区
公
民
舘
お
よ
び
同
舘
主
事

の
設
置
は
い
つ
ど
ろ
に
な
る
か
。

鯉
の
稚
魚
を
分
譲

例
年
の
と
お
り
鯉
の
稚
魚
を

分
譲
し
ま
す。

ム

価

格

五

セ
ン
チ
五
円

四
セ
ン
チ

三
円

三
セ
ン
チ
一
円

ム
申
込
期
間
七
月
十
一
日
ま

で
農
林
課
ヘ

ム
骨
諮
期
日
と
場
所
七
月
十

三
日
上
杭
出
津
向
上
宅

(農
林
課
)

雨期てす。排水

をよくするため、

側溝にごみを捨て

!なLょう!?協力
をお願L刈ます O

い

/

市
内
の
街
路
樹
は

み
己

人、
た
だ
い
ま
自
に
し
み

だ

一

塁

つ

な

ぎ

い
並

/
、
/

木
と
な
っ
七
お
り
ま

と
」
す
が
、
大
村
駅
前
か

っJ

ら
本
堂
川
橋
の
聞

が

人

は

、
折
角
植
樹
を
し

、

一

て

も
、
そ
の
都
度
心

，Eh--

¥
 

」
つ
/
な
い
一

部
の
人
々
の

ハ

¥

た
め
に
枝
帯
折
ら
れ

.
1
U
}

死
滅
し
ま
し
た
の
で

jr
ハ

市

と
レ
て
は
手
の
ほ

パ
刊
}
ど
乙
し
ょ
う
も
な
く

コ
川

/
そ
の
対
策
に
苦
慮
レ

〆
守
¥
て
お
り
ま
し
た
。

た
ま
た
ま
、
さ
る
五
月
向
陽
町
内

四
十
戸
余
り
の
人
々
が
、
自
ら
の

手
で
銀
杏
を
植
樹
さ
れ
、
立
派
な

並
木
に
育
て
あ
げ
よ
う
と
立
あ
が

ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、

わ
ず

か
一
カ
月
ぐ
ら
い
の
聞
に
五
十
本

程
の
銀
杏
が
折
ら
れ
て
お
り
ま
す

今
後
は
折
角
の
向
陽
町
の
皆
さ
ん

の
美
し
い
お
気
持
を
、
ふ
み
に
じ

ら
な
い
よ
う
に
、
今
後
市
民
の
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た

い
も
の
で
す
。
(
建
設
課
)

，

M
3
i
i
j
j
j
w

オ
ミ
ド
ロ
の
防
除
H

酔
幅
は
六
0
セ
ン
チ
、
株
聞
は
高
血
乾
燥
が
続
い
た
場
合
、
日

同
一

吋

農

事

メ

モ

w

・
4

E

仏

t
i
i
i
i
i
;〉
pm

ア
オ
ミ
ド
ロ
が
大
量
に
発
生
三
0
セ
ン
チ
程
度
で
、一

株
ニ
中
の
散
布
は
さ
け
る
こ
と
。

一

一
【
水
稲
】

す
る
と
地
温
の
上
昇
を
妨
げ
ま

J
三
本
摘
が
よ
い
〔
甘
柑
と
出
幼
木
、
計
一
小
で
ま
だ
摘
出
択
さ
…

一
田
植
後
は
苗
が
根
づ
く
ま
で
す
の
で
、
早
目
に
殺
す
と
と
が
作
ず
る
場
合
は
一

O
平
方
米

れ
て
い
な
い
も
の
は
宍
日
に
す
一

一
深
水

(
約
十
セ
ン
チ
)
と
し
、
大
切
で
す。

(約
三
川
町
)
当
り
、
五
/
六
株
ま
せ
た
し
よ
う
。
摘
果
は
上
山
一

一
そ
の
後
は
つ
と
め
て
浅
水
に
し

万
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。
位
畦
の
裾
じ
ま
く
〕
肥
料
は
一
の
果
実
で
強
い
結
果
肢
の
も
の
一

一
た
万
が
よ
い

0

・

g
M水の
適
温
水
を
三
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
の

ア
ー
ル
当
り
堆
肥
三
七
キ
ロ
、
か
ら
お
乙
な
い
ま
し
ょ
う
。

一

一
は
三
二
度
ぐ
ら
い
で
す
か
ら
、

深
さ
に
し
て
三
・
コ
平
万
メ
尿
素
八

0
グ
ラ
ム
、
溶
リ
ン

一

い

よ

い
よ
乾
燥
が
続
き
ま
す
…

一
高
冷
地
や
冷
水
の
流
入
す
る
所

l
ト
ル

(一

坪
)
当
り
硫
酸

キ
ロ
、関
川
七
五
0
グ
ラ
ム
、石

敷
わ
ら
そ
じ
ゅ
う
ぶ
ん
施
し
て

-

一
で
は
昼
間
は
浅
水
に
し
て
水
温

制
二
グ
ラ
ム
を
水
0
・
九
リ

灰
じ

・
五
キ
ロ
ぐ
ら
い
は
施
す
乾
燥
を
防
止
し
夏
芽
を
よ
く
伸
…

…
を
高
め
る
よ
う
努
め
ま
す
。
ッ
ト
ル
(
約
五
合
)
に
と
か

必
曜
が
あ
り
ま
す
。

ば
す
よ
う
に
し
ま
す
。
い

-

中
耕
除
草
川
田
植
後
七

i
十

し

ジ

ョ
ロ
で
散
布
し
五
!
六
〔
み
か
ん
〕

今

年

植

村

の

も

の

は

産

た

…
日
ぐ
ら
い
で
、
天
気
の
良
い
日
時
間
田
の
芸
と
め
て
お
き
成
不
お
よ
び
若
木
で
結
果
レ

補
に
産
主
て
、
誘
引
し
良
一

一
に
浅
水
に
し
て
行
な
い
ま
す
。
ま
す
。

J

た
も
の
は
、
サ
ビ
ダ
一
コ
ハ
ダ
芽
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
伸
ば
す
よ
う

+

…
土
を
深
く
か
き
ま
ぜ
て
地
温
を
門
秋
大
豆
〕
秋
大
豆
の
ま
ニ
の
防
除
の
た
め
、
ア
カ
ー
ル

に

U
掛
け
ま
し
ょ
う
。

一
高
め
て
や
る
乙
と
と
、

土
の
中

き
つ
け
は
十
日
ご
ろ
ま
で
に
は
乳
剤
一

o
o
o
t一
五
O
O倍
エ
カ
キ
虫
の
防
除
は
お
乙
た

一

司
に
空
気
を
入
れ
て
や
る
乙
と
が
終
る
よ

p

つ
に
し
ま
し
ょ
う
。
被
を
、
遅
れ
な
い
よ
う
に
早
回

り
な
く
実
施
し
ま
し
ょ
う
。
一

…
大
切
で
す
。

‘

品
種
は
ホ
l
ギ
ヨ
ク
が
よ
く
、
に
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

と
く
に

一一@
@
一①
@
⑮

一一

国
民
年
金
保
険
料
6
月
分

ま
で
の
納
付
は

7
月
中
に

拠
出
制
国
民
年
金
の
保
険
料

は
四
、
五
、
六
月
分
を
七
月
末

日
ま
で
に
納
付
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
納
付
し

て
い
な
い
人
は
、
お
忘
れ
な
く

七
月
末
日
ま
で
に
福
祉
事
務
所

か
出
損
所
ヘ
納
付
し
て
く
だ
さ

保
険
料
の
納
付
が
困
難
と
思

わ
れ
る
人
は
、

国
民
年
金
手
帳

と
印
鑑
を
持
参
し
て
免
除
申
請

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
背
少
年
育
成
の
た
め
の
成
人
教
一

【
図
書
館
〕

育
を
推
進
す
る
。
二
般
人
の
説
普
意
欲
を
向
上
さ
せ

①
各
講
座
お
よ
び
各
グ
ル
ー
プ
活
一
る
た
め
に
回
覧
文
障
の
利
用
を
す
一

動
の
指
導
育
成
を
は
か
る
。

一す

め

る

。

一

①
移
動
公
民
舘
を
実
施
す
る
。
一

読
書
グ
ル
ー
プ
と
親
子
読
書
会
育
一

④
部
落
公
民
舘
に
お
け
る
小
集
団
一成
に
つ
と
め
、
そ
の
他
図
書
館
を
一

学
習
を
推
進
す
る
。

一利
用
す
る
活
動
を
推
進
す
る
。
一

①
楽
し
い
憩
の
場
と
し
て
の
施
設
一

〔

新
生
活
運
動
】

一

設
備
の
充
実
じ
っ
と
め
る
。

一
市
民
自
ら
地
域
問
題
の
解
決
を
は
一

一
か
る
よ
う
民
主
団
体
、
公
民
館
活
一

{ド

T
八】

一

一

一動
を
通
じ
て
積
極
的
に
働
き
か
り
一

①
会
員
の
研
修
の
た
め
の
各
種
学一

1
1

一

一を
な

す

。

一

級
講
座
の
開
設
を
す
す
め
る
。

一

一

加
入
し
て
い
な
い

一

【
社
会
体
育
〕

一

①
校
区
内
に
お
け
る
少
年
団
体
の
一
社
会
体
育
の
認
識
を
高
め
、
健
康
一

人
は
早
め
に
加
入

育
成
に
つ
と
め
る
。

一自
震
の
育
成
に
つ
と
め
る
o

一
'
の

手

続

き

を

【
文
化
団
体
】

一①
ス
ポ
ー
ツ
人
口
の
増
大
と
競
技

①
市
民
生
活
に
直
結
し
て
つ
ね
に
一
水
準
の
向
上
に
つ
と
め
る

新
し
い
文
佑
活
動
の
推
進
に
つ
一
②
各
競
技
団
体
の
活
動
を
助
長
す

と

め

る

。

一

る。

②
文
化
助
長
育
成
に
つ
と
め
る
。
一

①
施
設
設
備
の
充
実
を
は
か
る
。

③
市
民
音
楽
祭
、
美
術
展
な
ど
を
一
④
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
地
戚
体
育
の

開

催

す

る

。

振

興

を

は

か
る
。

国
民
年
金
は
わ
た
し
た
ち
の

恩
給
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
すd

つ
ぎ
に
該
当
す
る
人
の
う
ち、

ま
だ
加
入
し
て
い
な
い
人
は
印

鑑
を
持
参
し
て
加
入
の
届
出
会

し
て
く
だ
さ
い
。

加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

は
、
恩
給
や
厚
生
年
金
な
と
職

場
の
年
金
制
度
に
よ
っ
て
、
保

障
さ
れ
る
人
を
除
い
た
胡
治
四

十
四
年
四
月
一
日
以
後
生
れ
た

人
で
、

澗
二
十
才
以
上
の
人
は

全
員
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

(
福
祉
事
務
所
)

前
年
の
所
得
の
届
出

は
急
い
で
く
だ
さ
い

国
民
年
金
法
に
よ
り
者
令
、

障
害
、
母
子
福
組
年
金
を
受
げ

る
人
は
毎
年
六
月
中
に
閉
年
の

所
得
に
つ
い
て
の
届
出
を
す
る

乙
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た

回
出
を
し
て
い
な
い
人
は
急
い

で
国
民
伍
金
証
書
と
印
鑑
者
福

祉
事
務
所
に
持
参
し
て
く
だ
さ

乙
の
届
出
を
し
な
い
人
は
、

九
月
六
日
か
ら
支
給
さ
れ
る
福

祉
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の

で
、
ぜ
ひ
届
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。
(
福
組
事
務
所
)

戦
傷
者
の
国
鉄

乗
車
に
つ
い
て

行
な
い
ま
す
の
で
、
付
近
の
か

た
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
沈
思
し
て
く

だ
さ
い
。

ム
七
月
六
日

t
七
対
ニ
十
日

(
九
日
、
十
六
日
を
除
く
)

ム
八
月
三
日
l
八
月
三
十
一
日

(
十
三
け
、

二
十
日
J
二
十

一
日
を
隙
く
)
}

ム
九
月
四
白
t
九
月
三
十
日

(
十
日
、
十
二
日
を
除
く
)

(
庶
務
課
)

い
ま
ま
で
は
戦
働
者
の
か
た

が
国
鉄
を
利
用
さ
れ
る
場
合
は

県
知
事
発
行
の
国
鉄
無
賃
乗
車

券
引
換
証
と
引
換
え
に
皆
通
乗

車
券
の
交
付
を
受
け
、
さ
ら
に

普
通
急
行
券
を
購
入
し
乗
車
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
百
ヰ
ロ
以

上
旅
行
の
場
合
は
探
た
る
七
月
間
制
三
十
六
年
度
汚
物
Mm
理
手
数

一
日
か
ら
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
改
料
館
一
期
分
は
さ
る
六
月
二
十
五

正

さ

れ

ま

す

。

日

が

制

則

と

な

っ
て
お
り
ま
し
た

普
通
乗
車
券
を
使
用
し
て
百
未
納
の
か
た
に
対
し
て
七
月
十
五

キ
ロ
以
上
の
旅
行
を
す
る
本
臼
付
で
督
促
状
を
発
付
す
る
乙
と

人
及
び
同
介
護
者
(
特
定
重
に
な
り
ま
ヲ
。
督
促
状
を
発
付
し

傷
者
の
み
同
行
V

を
普
通
・
ま
す
と
一
通
に
つ
き
二
十
円
の
督

準
急
行
券
を
求
め
ず
乗
車
が
促
手
数
料
を
別
に
徴
蚊
す
る
乙
と

で
き
ま
す
。

に
な
り
ま
す
の
で
、
未
納
の
か
た

し
か
し
百
キ
ロ
以
下
の
場
合
は
は
早
自
に
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

従
来
ど
お
り
と
な
っ
て
お
り
ま
ま
た
納
額
告
知
書
争
受
取
っ
て
お

す
。
(
福
祉
事
務
所
)
ら
れ
な
い
か
た
、
ま
た
は
粉
失
さ

七

月

1
九
月
の
れ
た
か
た
は
保
険
衛
生
課
ま
た
は

ー

出
張
所
に
申
出
て
く
だ
さ
い
。
す

実
弾
射
撃
日
程

で
に
納
め
ら
れ
た
か
た
は
納
額
告

大
村
部
啄
で
は
池
田
射
撃
場
知
曹
を
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ

で
つ
ぎ
の
と
お
り
実
弾
射
撃
を
い
。
(
保
険
衛
生
観
)

ゴ
ミ
手
数
料
に
督
促


